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’’九条は局ぎぢ 福島県南相馬市『は局まち九条の会｣会報

2012(平成24)年10月5日（金）発行

騨 驫鴬溌 ；
会員の皆さんへ はらきぢ九条の会 会長平田慶肇
暑く長い夏が過ぎたと思ったら、急に冷え込んで参りました。皆さんには
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原発事故の後遺症で、未だ心身共にお疲れのことと思います。

「は局きち九条の会」も政局の動きで、近い将来、改憲の問題

が提起されることは必死で、特に忙しくなりそうです。ここで

「総会」を開催して皆さんからのご意見を傾聴すべきところで 当

地は非常時でもあり開催できませんので、お許しを頂きたいと思います。

尚、会計報告は会報などを通じて、その都度行いますので御了承下さい。

御意見、御要望のある方は、ご遠慮なく近くの事務局員までお申し出下さい

ますよう、よろしくお願い致します。

"11夛，〃戻日恭六震舞‘原発事蕨･’'秘はどう思う
「ゼネコンは原発で儲け､除染でもポロ儲けだ」 福島市”
9月2日福島市での「原発事故鎮魂と希望の集会」に参加。こんな意見が出ていま
「原発は鉄とコンクリートの塊で、ゼネコン・鉄鋼・電気・銀行などが関わる産業

心事業だ。反対運動があっても原発を再稼働させ国内では建設が難しいので輸出をし
とするのは大飯原発をショウウインドウにして外国からの研修の受け入れ先にしよう

ているからだ｡」「国は飯舘村で除染の実験をしている。請負業者は大成建設、フジタ

組など原発で儲けてきたゼネコンだが、また今度は除染事業でポロ儲けだ｡」等々。

子どもおちの心にも深い鰐が・・・ 原町区･会員｡Sさん
ふるさとの浪江町は、今イノシシとサルが人家に入っているようです。母の実家の牧場では、牛20

頭が薬殺され埋められました。深い心の信が人ﾉﾏに刻まる一方で、補償金で“働かずに食べる”生き方
が、子どもたちの心に反映しないか、見えないところで人間の心が侵されることを、実感しています。
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人生のすべて､孫の人生までを壊す原発事故 事務局 大浦祥見
幸いにも、南相馬市原町区の私のお店は営業再開ができましたが、事故の原発に最も近い「九

条の会」事務局員として、南相馬市の様子を全国に訴える義務があると強く思っています。

最近、浪江町にお住まいだった年輩のご夫婦が店に来て、お話をお聞きいたしました。どうも

兼業農家の方で、息子夫婦は地元のスーパーに勤めていて親と一緒に住んでいたそうです。

1年7か月だっても、自分たちのこれからの生業の生活がまったく見通しが立たず、孫がいる

ので息子夫婦は、安定した働く場が決まらないまま、手探りで他の地で再建をしようと決めたそ

うです。原発事故さえなければ、孫らと一緒に生活は成り立って行けたのに、自宅と農地があっ

ても息子夫婦らと別れた生活になると、自分たちの年金だけでは生活が成り立たず、生涯別々に

引き裂かれることで、おじいさんには、もう涙も出ない様で、静かに話しているだけでした。

自然災害とまったく違う、放射能災害は、住まいや仕事、生活費、30年後、なにもかも同時

に、まったく光の見えない不安が襲ってきます。なんでも、先の見えない不安に襲われるのが、

他の災害にない”原発災害”の実態です。ひとたび事故が起これば、その人生すべてと孫の人生

までの土台が失われます。何もできない、おじいさん、おばあさんの、悔しさが聞こえる様です。

「人間と原発は、共存出来ない。もう原発は無くしてもらいたい」と、おじいさんの一言でした。
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